
　私たちは原告1704人とともに国と九電を被告とし

て佐賀地裁に提訴して4年が経ちました。この間原告

を増やし続け、第16陣提訴で目標の1万人原告を達成

しました。互いの健闘を称えるとともに、今年は質量

ともに充実した闘いに挑みます。

　国と東電はフクシマの惨状を見て、長引く現状の回

復が原発政策を破綻に導くことを恐れ、フクシマの早

期収束の条件を画策してきました。国と東電は、住民

の許容被曝線量を20ミリシーベルト/年に緩和し、さ

らに今年から来年にかけて被害者の損害賠償の打ち

切りを提案しています。フクシマの被害者の怒りは怒

髪天を衝いています。この収束条件によれば、事故原

子炉を廃炉にするだけで、被害者の人格権侵害は放置

されたままで、フクシマは他の原発の再稼働を止める

に至らない事故として扱われます。事実、九電の川内

原発はすでに再稼働しています。フクシマの被害者の

闘いは私たちの闘いなのです。原告が1万人に増える

過程で次第に被害者の苦難と心情をわが身に置き換

えるようになりました。1万人原告はただの1万人では

ありません。質量ともに充実した闘いを展開するため

に鍛え上げられた原告1万人です。

　今、大手電力10社を悩ませているものは、節電と電

力自由化と再生可能エネルギーの急成長です。節電は

LEDや電力の有効利用システムの開発等によって定

常化し、電力自由化は再生可能エネルギーを電源とす

る新電力会社の市場への参入を促進しています。電力

10社は送電網の利権を必死に守って防戦していますが、

既に欧州では原発のコストの急上昇に比べ再生エネ

ルギーによる発電のコストは減少に向かっています。

　シリア内戦の激化などに伴い、中東から欧州に流入

する難民や移民は昨年1年間で100万人を超え、第2次

世界大戦以来、最大規模と言われています。大戦後に

原発によって蓄積されてきた大量のプルトニュウム

が拡散されれば、原爆とミサイルを容易につくれる技

術が開発されている今日、原発の増加は即核保有国の

増加となります。原発の有無は核保有国への道と非核

国への道の分岐点です。
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▲11月19日、278名で16回目の追加提訴を行いました。
　ついに原告数は目標を突破し、10087名になりました！ 
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